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学位論文内容の要旨 

 

 

 

 



 

  

 



 

審査結果の要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

近年、ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）の普及により、ネット上のいじめやヘイ

トスピーチの問題がますます蔓延し、過激になりつつあり、数多くの国と言語のユーザが危険にさら

されている。この多大な社会問題を解くためには、機械学習を用いた有害情報の自動検出分類手法に

おける研究がされてきた。しかし、SNS の種類、SNS が用いられている国、言語の種類など、それぞ

れの組み合わせが数多く、それらのために異なる手法を開発しなければならない。さらに、手法を開

発するためのデータが少ない言語もあり有害情報の自動検出分類手法を効率よく開発することが困難

である。この問題を解決するためには、著者は２つの取り組みを行なった。まず、開発プロセスで用

いられるパラメーターの組み合わせを調査し、普段高い性能となる組み合わせを 68中 12に削減でき、

手法の開発プロセスに必要な時間を 5 分の 1 に下げることができた。さらに、多言語モデルを学習し、

多資源の起点言語の知識情報を応用する移転学習の手法を用いて訓練データがない目的言語でも有害

情報検出手法の開発を可能にした。さらに、どの目的言語にどの起点言語が最適であるかを明らかに

した。 
結論として、著者は、今後の有害情報検出手法への根本的な貢献をした他、自然言語処理分野にお

いて昨今課題となりつつある移転学習に関連して最適起点言語選択の課題について示唆を与える新知

見を得たと判断される。なお、自然言語処理、人工知能など複数の分野に跨る深淵な課題に対して貢

献するところ大なるものがある。よって著者は、博士(工学)の学位を授与される資格があるものと認め

る。 
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